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 蘆津実全の憲法論 
 
頼 松 瑞 生＊ 
 
 
Ashizu Jitsuzen’s Views on Japanese Constitution 




In 1889, the Constitution of the Empire of Japan was promulgated. This Constitution ostensibly 
stipulated freedom of religion as a right. It must be welcome for the majority of Buddhist priests. Because 
they suffered a great damage during a movement to abolish Buddhism. At that time Ashizu Jitsuzen 
(1850-1921) criticized the Constitution from Buddhist priest’s viewpoint on his book. Meanwhile he 
supported the imperial sovereignty theory, he limited interest in freedom of religion or expression. This 
study tries to his legal consciousness.  
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1)   廃仏毀釈をめぐる島地黙雷の動向については、村上護『島
地黙雷伝』(ミネルヴァ書房、2011 年)154-189 頁を参照。 
2)   林田康順「明治前期における「信教の自由」の獲得と自由
－浄土宗政を中心として－」『仏教文化学会紀要』第 3号、
1995年、210-211頁。 
3)   教学書院より発行。奥付には明治 23 年 9 月 25 日の印刷
発行とある。 
4)   蘆津実全の経歴については上田正昭他編『日本人名大辞典』
(講談社、2001年)を参照。 
5)   荻野独園の経歴に関しては『日本人名大事典』(平凡社、昭
和 12年)を参照。 






7)   仏は悟りを得た者、法は仏の教え、僧は仏の教えを実践す
る者を意味する。 
8)   蘆津・前掲注(3)16頁。 
9)   蘆津・前掲注(3)154-155頁に十善戒(十悪を行わないこと 
を戒律としたもの)の一覧が示されている。 




11)   大谷栄一『近代日本の日蓮主義運動』(法蔵館、2001年)75
頁。 
12)   ジュディス・M・スノドグラス著、堀雅彦訳「近代グロー
バル仏教への日本の貢献－世界宗教会議再考－」『近代と
仏教』第 41号、2012年、64-65頁。 
13)   鈴木範久『明治宗教思潮の研究』東京大学出版会、1979
年、212-216頁。    
14)   中西直樹「明治期における九州真宗の一断面－九州仏教
団と九州仏教倶楽部を中心に－」『筑紫女学園大学・短期
大学部人間文化研究所年報』第 21号、2010年、34頁。 
15)   そうびょうしゃしょく。国家や政府のことを意味する。 
16)   蘆津・前掲注(3)3頁。なお、原文に用いられている変体仮
名(くずし字)はすべて現代の平仮名文字に改めた(以降の
脚注においても同様とする)。 
17)   蘆津・前掲注(3)11頁。 
18)   例えば、明治 8年に出版された梅亭金鵞(橋爪錦造)の『寄
笑新聞第四号 孔子郎釈迦蔵耶蘇八の閉口』では、宗教と
して儒教、仏教、キリスト教は排斥されるべきであり、神 
    道のみを受け入れるべきことが説かれている(『明治文学
全集 1 明治開化期文学集(一)』 (筑摩書房、昭和 41年)208-
210頁)。 
19)   寛永 14年(1637年)から翌 15年にかけて島原地方で一揆
を起こしたキリスト教徒たちのことを指す。 
20)   蘆津・前掲注(3)58頁。 
21)   蘆津・前掲注(3)47頁。 
22)   あまつひつぎ。皇位の継承を意味する。 
23)   蘆津・前掲注(3)4頁。 
24)   多くの人民を意味する。 
25)   分際(ぶんざい)。身のほどのこと。 
26)   蘆津・前掲注(3)46-47頁。 
27)   蘆津・前掲注(3)149-150頁。 
28)   蘆津・前掲注(3)86頁。 
29)   蘆津・前掲注(3)102頁。 
30)   くごう。言葉を表現することによって行われる善悪の行
為を意味する。 





32)   「媟」と「慢」はともに「あなどる」の意味がある。した
がって、「媟慢」は「傲慢」であることを意味すると思わ
れる。 
33)   きいん。気品のある様子を意味する。 
34)   蘆津・前掲注(3)102頁。 
35)   うじょう。人間や動物など、心を持つすべての生き物のこ
とを意味する。 
36)   蘆津・前掲注(3)73頁。 
37)   蘆津・前掲注(3)73頁。 
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